
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
、
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
と
呼
ば
れ
る
紙
製
の
人
体
解
剖
模
型
が
数
体
日
本
へ
輸
入
さ
れ
た
。
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
の

由
来
に
つ
い
て
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
は
金
沢
に
一
体
（
男
）
、
福
井
に
二
体
（
男
女
）
、
長
崎
に
一
体
（
男
）
の
計
四
体
が
現
存
し
て
い
る
。
ま
た
一
八
六
五
年

（
１
）

頃
に
は
、
東
京
に
も
存
在
し
て
い
た
が
、
現
在
は
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
福
井
・
長
崎
・
東
京
で
は
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
、
金
沢
で
は
キ

頃
に
は
、
東
京
に
も
存
在
し
て
い
↑

（
２
）

ン
ス
ト
レ
ー
キ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

石
田
は
一
九
八
二
年
九
月
、
八
二

と
共
同
研
究
を
行
っ
た
。
尚
、
皇

レ
ー
キ
で
通
じ
る
。

（
３
）

主
と
し
て
ム
ル
ダ
ー
の
研
究
に
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
す
で
に
次
の
事
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
、
Ｆ
○
日
“
国
５
目
脚
吻
嵜
８
日
切
シ
屋
Ｎ
Ｃ
目
×
（
写
真
）
に
よ
り
作
ら
れ
た
。
オ
ヅ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
解

フ
ラ
ン
ス
人
解
剖
学
者
オ
ヅ
ー
作
の
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
に
つ
い
て

八
三
年
五
月
に
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
史
学
教
室
に
計
三
週
間
滞
在
し
、
キ
ュ
ソ
ス
ト
レ
ー
キ
等
に
つ
き
、
共
著
者

「
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
」
と
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
「
人
工
死
体
」
の
意
味
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
で
も
キ
ュ
ン
ス
ト

①

石
田
純
郎

②

ベ
レ
ム
・
ョ
ヅ
ブ
・
ム
ル
ダ
ー

③

ハ
ル
ム
・
ポ
イ
ケ
ル
ス

唖
轆
率
樫
蝉
韓
一
恥
壁
一
存
暗
奉
需
昭
和
五
十
八
年
六
月
二
十
一
日
受
付
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学
研
究
主
任
の
地
位
が
医
学
校
に
設
け
ら
れ
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
よ
っ
て
任
用
さ
れ
た
。
一
八
五
二
年
に
こ
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
迄
の
間
、
コ

ン
ク
ー
ル
を
め
ぐ
る
激
し
い
論
争
の
た
め
、
解
剖
学
は
発
達
し
て
い
っ
た
。
ま
た
一
七
九
七
年
に
は
医
学
校
付
属
の
解
剖
学
校
も
創
設
さ
れ

た
。
こ
う
い
う
環
境
の
中
で
一
六
世
紀
以
後
の
解
剖
学
の
興
隆
以
来
の
慢
性
的
な
解
剖
用
死
体
の
不
足
が
あ
り
、
ま
た
図
や
彫
刻
を
使
っ
て
の

教
授
も
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
三
次
元
の
模
型
の
必
要
性
が
生
じ
た
。
最
初
は
ワ
ッ
ク
ス
で
三
次
元
模
型
が
作
ら
れ
た
が
、

（
３
）

ワ
ッ
ク
ス
は
も
ろ
く
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
大
き
な
欠
点
が
あ
っ
た
。

（
３
）

そ
こ
で
オ
ヅ
ー
は
紙
の
り
を
使
っ
た
模
型
を
作
り
は
じ
め
た
。
紙
の
り
は
形
を
作
る
の
は
容
易
で
、
ま
た
い
っ
た
ん
固
ま
れ
ば
、
堅
固
、
軽

量
で
壊
れ
に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。
オ
ヅ
ー
は
最
初
の
模
型
を
一
八
二
二
年
九
月
二
日
シ
３
号
目
。
号
旨
ａ
の
。
旨
の
で
デ
モ
ン
ス
ト

（
３
）

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。
オ
ヅ
ー
は
こ
の
模
型
を
「
分
解
で
き
る
解
剖
模
型
」
と
名
付
け
、
模
型
が
分
解
で
き
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
人
体
全
身
模

型
は
一
三
○
の
部
分
、
一
七
○
○
の
細
部
品
よ
り
構
成
さ
れ
た
。
番
号
は
印
刷
さ
れ
た
説
明
書
を
参
照
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
人
体
解
剖

（
３
）

模
型
と
は
別
に
、
彼
は
動
物
解
剖
模
型
（
馬
蜂
、
カ
タ
ツ
ム
リ
等
）
も
作
製
し
た
。

~

蕊鍵蕊灘灘 嗜
・
翼
穐
究
配
巽
噌
‐
唱
一
刊
角
ふ
き

剖
学
者
で
、
一
七
九
七
年
四
月
七
日
、
凰
昌
シ
号
旨
と
〉
胃
亀
。
“
ぐ
筥
⑦
に
生
ま

（
３
）

れ
、
パ
リ
で
医
学
を
修
業
、
一
八
八
○
年
三
月
七
日
に
残
し
て
い
る
。

日
本
で
は
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
は
、
パ
リ
の
解
剖
学
者
。
富
Ｎ
Ｃ
員
の
作
と

（
４
）

信
じ
ら
れ
て
い
た
。
オ
ヅ
ー
は
、
モ
デ
ル
に
そ
の
製
作
年
度
と
サ
イ
ン
を
記
入

す
る
の
を
常
と
し
て
い
た
。
シ
巨
隣
。
巨
〆
と
筆
記
体
で
書
か
れ
た
ザ
イ
ン
を
、

ｏ
冒
畷
の
Ｅ
、
と
読
象
誤
っ
た
た
め
の
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
。

尚
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
、
《
《
ン
昌
騨
５
且
（
〕
Ｑ
開
量
匡
。
望
》

「
分
解
で
き
る
解
剖
模
型
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
模
型
が
製
作
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
が
、
パ
リ
で
は
一
七
九
五
年
に
解
剖
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（
３
）

ウ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
で
は
、
一
八
四
八
年
に
こ
の
オ
ヅ
ー
の
模
型
が
使
用
さ
れ
は
じ
め
た
。
こ
の
時
期
、
ポ
ー
ド
イ
ン
（
勤
務
期
間

一
八
四
七
’
一
八
六
二
）
が
教
官
と
し
て
働
き
、
ボ
ン
。
へ
（
在
学
期
間
一
八
四
六
’
一
八
四
八
）
、
ハ
ラ
タ
マ
（
一
八
四
七
ｌ
）
が
在
学
し
て
い
た
。
ま

た
そ
れ
以
後
に
同
軍
医
学
校
に
入
学
し
、
後
に
来
日
し
日
本
の
医
学
校
の
教
官
と
な
っ
た
人
と
し
て
は
、
ス
ロ
イ
ス
（
一
八
四
九
ｌ
）
ヨ
ン
グ

（
｛
、
）

（
一
八
五
一
ｌ
）
レ
ー
ウ
ェ
ン
（
一
八
五
三
ｌ
）
ブ
ッ
ヶ
マ
（
一
八
五
五
ｌ
）
ロ
イ
ト
ル
（
一
八
五
八
’
一
八
六
二
）
の
多
き
に
上
り
、
日
本
の
医
学

教
育
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
彼
ら
は
、
オ
ヅ
ー
の
人
体
解
剖
模
型
で
解
剖
学
を
習
得
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
し
て
こ
の
う
ち
、
ボ
ン
。
へ
、
ポ
ー
ド
イ
ン
、
ハ
ラ
タ
マ
、
レ
ー
ウ
ェ
ン
、
ブ
ッ
ヶ
マ
は
長
崎
で
働
き
、
ス
ロ
イ
ス
は
金
沢
で
働
い
た
。
キ

ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
が
現
存
し
な
が
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
医
と
直
接
の
関
係
の
な
か
っ
た
の
は
福
井
だ
け
で
あ
る
。

明
治
初
期
の
日
本
の
医
学
校
に
お
い
て
、
ウ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
で
使
わ
れ
た
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
は
、
当
時
の
ウ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍

医
学
校
の
テ
キ
ス
ト
、
プ
レ
ス
の
解
剖
害
（
国
目
＆
。
昌
畠
８
斤
骨
聾
の
一
“
①
冒
圏
岳
需
“
。
言
曽
３
号
○
且
。
ａ
の
官
且
の
く
四
目
鳥
目
目
ｇ
§
）
と
セ
ツ

（
６
）

ト
で
よ
く
使
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
長
崎
の
医
学
校
で
使
わ
れ
た
満
氏
解
剖
書
Ｉ
こ
の
講
義
録
の
底
本
は
プ
レ
ス
の
解
剖
害
で
あ
る
が
、
そ

の
前
書
に
「
解
剖
用
遺
体
の
入
手
困
難
の
た
め
、
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
及
び
図
で
勉
強
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い

（
１
）

る
。
東
京
の
医
学
所
で
も
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
と
プ
レ
ス
の
解
剖
書
は
併
用
さ
れ
て
い
た
。
金
沢
で
も
プ
レ
ス
の
解
剖
書
を
も
と
に
ス
ロ
イ
ス

（
６
）
（
６
）

の
講
義
及
び
ホ
ル
テ
ル
マ
ン
の
講
義
と
キ
ュ
ソ
ス
ト
レ
ー
キ
が
セ
ッ
ト
で
使
わ
れ
た
。

（
７
）

さ
て
、
福
井
に
お
け
る
二
体
の
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
の
購
入
時
期
は
、
万
延
元
年
（
一
八
六
○
）
及
び
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
と
推
定
さ
れ

（
８
）
（
２
）

る
。
金
沢
の
一
体
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
黒
川
良
安
に
よ
り
長
崎
で
購
入
さ
れ
、
長
崎
の
一
体
は
ボ
ン
。
ヘ
に
よ
り
万
延
元
年
（
一
八
六
○
）

（
４
）
（
９
）

に
パ
リ
よ
り
取
り
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

（
２
）

購
入
の
経
路
と
し
て
は
、
金
沢
の
も
の
は
上
海
経
由
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
で
あ
っ
た
バ
タ
ビ
ア
の
オ
ラ
ン
ダ

両
種
の
模
型
は
前
記
の

ク
ー
ル
で
も
使
わ
れ
た
。

ニ
ー
ド
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
国
内
に
一
八
四
三
年
頃
よ
り
広
く
普
及
し
は
じ
め
た
。
大
学
だ
け
で
な
く
、
ク
リ
’
一
カ
ル
ス
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（
３
）

東
イ
ン
ド
陸
軍
軍
医
当
昌
Ｅ
昌
呂
は
一
八
四
六
年
か
ら
一
八
四
七
年
に
か
け
オ
ヅ
ー
の
模
型
を
持
っ
て
い
た
と
の
記
録
が
あ
り
、
ま
た
蟻
〈

（
３
）

タ
ビ
ア
の
ジ
ャ
ワ
ス
ク
ー
ル
の
医
師
も
保
持
し
て
い
た
と
の
記
録
も
あ
る
。

オ
ヅ
ー
の
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
に
は
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
日
本
で
現
存
し
て
い
る
モ
デ
ル
の
大
き
さ
（
身
長
）
は
、
長
崎
の
も
の

（
９
）
（
、
）

（
男
）
二
○
叫
福
井
（
男
）
一
七
一
叫
（
女
）
一
四
五
叫
金
沢
（
男
）
一
七
○
ｍ
で
あ
る
。

（
、
）

金
沢
体
・
福
井
男
体
と
同
じ
型
の
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
が
グ
ロ
ニ
ン
ゲ
ン
大
学
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
長
崎
体
と
同
じ
型
は
う

（
辺
）

イ
デ
ン
大
学
解
剖
学
博
物
館
で
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
著
者
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
オ
ヅ
ー
の
作
製
し
た
紙
製
眼
球
解
剖
模
型
が
、
東
京
大
学
眼
科
教
室
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
に
は
、
全
身
人
体
の

意
味
が
あ
る
た
め
、
眼
球
模
型
は
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
と
ば
呼
ば
れ
な
い
が
、
両
種
の
模
型
は
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
ら
れ
る
。
こ
の
眼
球

（
蛇
）

模
型
は
、
伊
東
玄
伯
が
一
八
六
六
年
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
持
ち
帰
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
と
同
じ
模
型
も
ラ
イ
デ
ン
大
学
解
剖
学
博
物
館

模
型
は
、
伊
東
玄
伯
が

に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
日
本
に
現
存
し
て
い
る
四
体
の
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
と
一
体
の
眼
球
解
剖
模
型
は
、
実
は
オ
ヅ
ー
の
《
《
シ
ロ
秒
８
目
。
Ｑ
易
目
巨
①
善
》
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
内
四
体
と
同
じ
モ
デ
ル
が
オ
ラ
ン
ダ
に
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

お
わ
り
に
こ
の
論
文
を
書
く
に
あ
た
り
、
青
木
義
勇
、
リ
ュ
ー
エ
ン
ダ
イ
ク
・
エ
ス
ホ
ル
ト
両
氏
の
助
言
に
深
謝
す
る
。

文
献
及
び
脚
注

（
１
）
石
黒
忠
恵
懐
旧
九
十
年
一
四
○
一
九
八
三
岩
波
書
店
東
京

（
２
）
酒
井
恒
加
賀
藩
の
キ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
日
本
医
史
学
雑
誌
一
六
、
一
○
四
’
二
五
一
九
七
○

①
三
菱
水
島
病
院
小
児
科
長

②
ラ
イ
デ
ン
大
学
解
剖
学
博

ヘ
シ
ラ
イ
デ
ン
ｒ
疋
些
子
実
一
ね
堂
子
佳
子

ラ
イ
デ
ン
大
学
解
剖
学
博
物
館
員

ラ
イ
デ
ン
大
学
医
史
学
準
教
授
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（
４
）
古
賀
十
二
郎
西
洋
医
術
伝
来
史
三
○
一
’
三
○
二
一
九
四
二
日
新
書
院
東
京

（
５
）
石
田
純
郎
お
雇
い
オ
ー
フ
ン
ダ
人
医
師
総
論
ポ
ー
ド
イ
ン
人
脈
日
本
医
史
学
雑
誌
二
八
三
二
八
’
三
三
七
一
九
八
二

（
６
）
石
田
純
郎
ゥ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
テ
キ
ス
ト
、
プ
レ
ス
の
解
剖
書
と
そ
の
日
本
へ
の
伝
播
日
本
医
史
学
雑
誌
二
九
三
九
’
四
一
一
九
八
三

（
７
）
福
井
市
史
下
巻
四
八
三
一
九
四
一
福
井
市
役
所

（
８
）
竹
内
真
一
越
前
藩
の
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
医
證
復
刊
第
三
二
号
二
一
’
二
二
一
九
六
五

（
９
）
青
木
義
勇
長
大
医
学
部
所
蔵
の
古
聴
診
器
と
紙
製
人
体
解
剖
模
型
長
崎
談
叢
第
六
四
号
一
六
’
二
八
一
九
八
一

（
、
）
日
本
医
史
学
会
図
録
日
本
医
事
文
化
史
料
集
成
第
二
巻
一
三
七
’
一
三
八
一
九
七
八

（
ｕ
）
グ
ロ
｝
一
ン
ゲ
ン
大
学
博
物
館
”
９
。
己
品
目
己
昌
く
何
風
月
旨
昌
景
２
日
・
グ
ロ
｝
一
ン
ゲ
ン
大
学
本
部
三
階
厚
（
〕
昌
吻
冒
巨
①
》
呂
馬
（
弓
ｇ
ｏ
凰
昌
噌
昌
．

月
一
金
九
時
’
十
六
時
開
館
オ
ラ
ン
ダ
も
行
政
改
革
そ
の
他
の
都
合
で
、
そ
れ
以
外
に
も
休
館
し
て
い
る
事
が
よ
く
あ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
連
絡

し
て
行
く
方
が
よ
い
。
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
は
展
示
し
て
な
い
事
も
あ
る
が
、
頼
め
ば
、
倉
庫
に
連
れ
て
い
っ
て
見
せ
て
く
れ
る
。

（
蝿
）
ラ
イ
デ
ン
大
学
解
剖
学
博
物
館
有
名
な
ラ
イ
デ
ン
大
学
博
物
館
と
は
別
で
、
ラ
イ
デ
ン
駅
裏
の
医
学
部
解
剖
学
研
究
施
設
内
の
２
階
に
あ
る
。

シ
国
四
８
目
の
ｇ
白
目
胃
冒
］
○
四
の
号
５
９
国
８
吋
旨
冒
）
：
『
詞
濤
“
ご
日
ぐ
９
昌
昌
胃
匙
目
》
閨
ｇ
嗣
○
儒
丘
目
・
月
一
金
九
時
’
十
六
時
（
た
だ
し
夏
休
承

等
の
休
み
は
休
館
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
多
い
。
）

（
３
）
一
ミ
．
］
・
冒

昌
四
一
胃
の
、
胃

目
｝
弓
』
少
①
Ｂ
〃
①
写
二
局
⑳
角
ご
色
計
（
）
冒
二
、
画
一
旨
〕
○
二
①
』
唾
（
）
『
一
一
〕
⑦
』
〕
二
旨
］
画
ロ
ー
〕
○
口
冠
四
国
』
○
〕
〕
⑦
唇
〕
○
皇
の
』
○
「
一
一
〕
の
命
ぐ
⑤
一
）
、
畠
巨
い
］
冒
四

、

冒
匡
匡
曾
言
ど
の
毎
シ
ョ
昌
○
目
①
皀
留
員
巨
⑦
ぐ
騨
昌
己
再
．
Ｆ
弓
』
．
シ
匡
凶
○
房
勇
（
墨
汁
）
募
号
．
○
①
吻
呂
．
○
烏
．
ｚ
匡
冒
貝
芝
．
言
蔦
．
、
扉
。
盲
．
鋸
］
患
！

》

弓
琶
①
冒
耳
○
・
色
ｇ
ご
邑
具
目
①
｛
岸
冒
胃
臼
昌
①
Ｑ
煙
普
昼
（
５
）

詳
○
］
四
℃
四
国

ず
く氏

、
昌
昌
Ｏ
尉
国
目
ロ
シ
〉
葛
筐
①
日
］
○
ず
旨
ご
Ｆ
ｃ
国
両
〉
国
目
日
田
国
ご
炭
田
”
め
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papiermfich6named@Kunstl1ik'inJapannow.Thesemodclsarethesamcasthe<Anatomie

Clastique'producedbyDr.Auzouxinthel9thcentury.

ThemodelswereusedattheTrainingCollegefbrArmySurgeonsUtrechtfi､oml848・At

thistimeDr.A.F.BauduinworkedasateacherandDr.J.J.L.C.PompevanMeerdervoortand

Dr.K.W.Gratamastudiedasstudents.Dr.P.J.A.Sluys,Dr.C.G.deJong,Dr.W.K.M.

LeeuwenvanDuivenvode,Dr.T.W・BeukemaandDr.F.JA.deRuijterlearntasstudentsat

thismedicalcollegeaficrl848,sotheywereacquaintedwiththismodel.Theyworkedasteachers

atamedicalschoolinJapanaroundl870.The:AnatomieClastique'wercimportedtoJapanfrom

1860tol869.InJapanthismodelwasusedwith@HandleidingtotdeStelselmatigBeschrijvende

OntleedekundevandenMensch'whichwastheanatomytextbookoftheTrainingCollegefbr

ArmySurgeonsinUtrecht.

TheKunstlijkinKanagawaandFukui(male)aretl'esameasthemodelsattheGroningen

UniversityMuseumandthemodelinNagasakiisthesameasthemodelattheLeidenUniver-

sitvAnatomicalMuseumandthemodeloftheeveballinTokvoUniversitVissameasthemodel
′ ’ ’ ’

attheLeidenUniversitvAnatomicalMuseum.

（
［
の
）

［
④


